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【公開日】平成29年1月5日(2017.1.5)
【年通号数】公開・登録公報2017-001
【出願番号】特願2015-119005(P2015-119005)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  41/24     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月1日(2018.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極を有する放電灯に駆動電流を供給する放電灯駆動部と、
　前記放電灯駆動部を制御する制御部と、
　前記放電灯の電極間電圧を検出する電圧検出部と、
　を備え、
　前記制御部は、第１期間と、第２期間と、が交互に繰り返される混合期間が設けられる
ように前記放電灯駆動部を制御し、
　前記第１期間は、前記放電灯に第１周波数を有する交流電流が供給される期間であり、
　前記第２期間は、前記放電灯に第１直流電流が供給される第１直流期間、および前記第
１直流電流の極性と反対の極性を有する第２直流電流が前記放電灯に供給される第２直流
期間を交互に含む期間であり、
　前記第１直流期間の長さは、前記第２直流期間の長さよりも大きく、
　前記第２直流期間の長さは、０．５ｍｓよりも小さく、
　前記制御部は、検出された前記電極間電圧および前記放電灯に供給される駆動電力の少
なくとも一方に基づいて、前記第２直流電流の電流値を変化させることを特徴とする放電
灯駆動装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、検出された前記電極間電圧が第１電圧よりも小さい場合、前記第２直流
電流の電流値の絶対値を小さくする、放電灯駆動装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、検出された前記電極間電圧が第２電圧よりも大きい場合、前記第２直流
電流の電流値の絶対値を大きくする、放電灯駆動装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、前記駆動電力が第１電力よりも小さい場合、前記第２直流電流の電流値
の絶対値を大きくする、放電灯駆動装置。
【請求項５】
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　請求項１から３のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、前記駆動電力が第２電力よりも大きい場合、前記第２直流電流の電流値
の絶対値を小さくする、放電灯駆動装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、検出された前記電極間電圧および前記放電灯に供給される駆動電力の少
なくとも一方に基づいて、前記第２期間における前記第１直流期間の長さの合計を変化さ
せる、放電灯駆動装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第１直流期間の長さは、前記第２直流期間の長さの１０倍以上である、放電灯駆動
装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第２期間における前記第１直流期間の長さの合計は、５．０ｍｓ以上、１００ｍｓ
以下である、放電灯駆動装置。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第１直流期間において前記放電灯に供給される前記第１直流電流の極性および前記
第２直流期間において前記放電灯に供給される前記第２直流電流の極性は、前記第２期間
が設けられるごとに反転する、放電灯駆動装置。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第１期間は、複数の交流期間を有し、
　前記複数の交流期間のそれぞれにおいて前記放電灯に供給される交流電流の第１周波数
は、互いに異なる、放電灯駆動装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記複数の交流期間において、時間的に後に設けられる前記交流期間ほど交流電流の前
記第１周波数が小さくなる、放電灯駆動装置。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、検出された前記電極間電圧が第１所定値以下の場合、または前記放電灯
に供給される駆動電力が第２所定値以上の場合、前記第２期間の代わりに、前記放電灯に
直流電流が供給される第３期間が設けられるように前記放電灯駆動部を制御する、放電灯
駆動装置。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、前記混合期間と、前記放電灯に前記第１周波数よりも小さい第２周波数
を有する交流電流が供給される第４期間と、が設けられるように前記放電灯駆動部を制御
する、放電灯駆動装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記混合期間は、複数設けられ、
　前記第４期間は、時間的に隣り合う前記混合期間の間に設けられ、かつ、前記第１期間
の直後に設けられる、放電灯駆動装置。
【請求項１５】
　請求項１３または１４に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第４期間は、設けられるごとに開始極性が反転する、放電灯駆動装置。
【請求項１６】
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　請求項１３から１５のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第４期間の長さは、前記第２周波数を有する交流電流の６周期の長さ以上、３０周
期の長さ以下である、放電灯駆動装置。
【請求項１７】
　光を射出する放電灯と、
　請求項１から１６のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置と、
　を備えることを特徴とする光源装置。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の光源装置と、
　前記光源装置から射出される光を画像信号に応じて変調する光変調装置と、
　前記光変調装置により変調された光を投射する投射光学系と、
　を備えることを特徴とするプロジェクター。
【請求項１９】
　電極を有する放電灯に駆動電流を供給して、前記放電灯を駆動する放電灯駆動方法であ
って、
　第１期間と、第２期間と、が交互に繰り返される混合期間を設け、
　前記第１期間は、前記放電灯に第１周波数を有する交流電流が供給される期間であり、
　前記第２期間は、前記放電灯に第１直流電流が供給される第１直流期間、および前記第
１直流電流の極性と反対の極性を有する第２直流電流が前記放電灯に供給される第２直流
期間を交互に含む期間であり、
　前記第１直流期間の長さは、前記第２直流期間の長さよりも大きく、
　前記第２直流期間の長さは、０．５ｍｓよりも小さく、
　検出された前記放電灯の電極間電圧および前記放電灯に供給される駆動電力の少なくと
も一方に基づいて、前記第２直流電流の電流値を変化させることを特徴とする放電灯駆動
方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　すなわち、例えば、本実施形態のように第１直流期間Ｐ２１の合計長さがランプ電圧Ｖ
ｌａと駆動電力Ｗｄとの両方に基づいて設定される場合、ランプ電圧Ｖｌａが大きくなっ
た場合でも駆動電力Ｗｄが大きくなることで、設けられる第１直流期間Ｐ２１の合計長さ
は小さくなることがあり、駆動電力Ｗｄが大きくなった場合でもランプ電圧Ｖｌａが大き
くなることで、設けられる第１直流期間Ｐ２１の合計長さは大きくなることがある。


	header
	written-amendment

